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象を始めている。また、山元町の震災前(平成 22年 10月 1
5国勢調査)の人口は、 16，704人で、あったが、震災後は大き





























く 7月7日(月) > 
13 時~14 時:山元町教育委員会訪問
森憲一教育長から山元町の被災状況についての説明
凶 13寺 30 分~15 時 45 分:山元町巡見( 1 ) ① 太陽団地から浜侭!被災地を概観
② 中浜小学校の遺構
15時45分:山下中学校着
16 時~17 時 30 分:山下中学校生徒へのヒアリング
19時:山元町復興住民会議「土曜日の会jの皆様と懇談(じーたんドーム)
く 8日(火) > 
10 S寺~ll 時 30 分山元町巡見 (2) ① 元JR山下釈と写真館見学
② みんなのとしよかん見学





16 待 30 分~18 時 00 分:坂元中学校生徒へのヒアリング
く 9S (水)> 





































今沼の巡見では、山下・坂元の両中学校で 1~3年生の生徒に 13. 11後社会を生きる中学生
の『声』を椋くことを通して、被災地の現状を理解するJをテーマにヒアリンクο調査を行った。































































































































.1磯浜漁港区盟 /sendai-web.com/watayama/yamamoto/isohama. htm 
-坂元中学校I-lP性旦~/WWVÝ. yamamoto. ed. jp/ sakamoto一]/
-やまもと民話の会『小さな町を呑みこんだ巨大津波』第1集 2011年 4月 l目、第2集 2011
年 12月 1目、第3集 2012年4月 l日
-総務省『今後に備えて臨時災害放送局災害の手引きj
11ttp: / /www. soumu.乞o.jp/main_content/000320172. pdf 
4. おわりに
今回の巡見訪問では、立場や世代を関わず様々な住民の方々から「生の声j を聴いてきた。
そこで、特に印象的だ、ったのが、住民たちが自らの被災経験を「伝えるJことで社会に還元しよ
うとしている姿勢である。前述したやまもと民話の会やりんごラジオの他にも、宿泊場所を提
供してくださった吉野政男さんについて感謝の意とともにここに記しておきたい。
吉野さんは食後、私たちに震災前後の人々のリアノレな話を語りかけてくださった。震災の前
日に大きな余震があった際、 IJ元町は四方山(山元町と角田市、互理町の境にある山)がある
から大丈夫だという考えが住民たちの間にあり、危機意識があまりなかったということなどは、
どの文献や報道からでも知りえなかった情報だ、った。震災を経て自分に何ができるか考えだし
た結果、吉野さんは自らの家を開放し、被災体験を他の土地から来た人々に伝えるという方法
を選んだのである。
震災が起きてから山元町の人々は多くのものを失った。しかし、その中でも「伝えるj こと
で住民同士つながり合い、連携をして苦難を乗り越えてきた。そして震災以降もつながりは絶
えることなく継続され、今度は震災を知らない人にも自分たちの経験を伝えている。伝えるこ
とで、つながる、これは日本社会全体で必要なことなのではないだろうか。自殺の問題や高齢者
の孤独死など、物が豊かになった現代社会で、心の豊かさとの差が問題となっている。それに
対し SNSの普及やビアガーデン、市民マラソンなどのイベントブームは、希薄になってしまっ
た人と人とのつながりを人々が欲していることの表れではないだろうか。
震災の被災地に対して、支援などを一方的に与えられる側だとしづ認識が多くの人にはある
と思う。だが今回の巡検調査で垣間見ることができたつながりの大切さは、被災地を通じて私
たちが忘れかけてしまったことを教えられたように感じた。
(伊藤昂大)
在、は昨年度に引き続き 2度目の山元町訪問で、あったが、そこで感じたものは、継続して関わ
っていくことの重要性である。太陽団地、 i日中浜小学校、土曜日の会のみなさん、みんなのと
? ?
?
「
?
しよかん、工房地球村、民話の会のみなさん、りんごラジオへは昨年度も訪れた。しかしその
中でも、みんなのとしよかんの蔵書数が増えていたり、じーたんドームが新たに作られていた
りと、変化が見られた。町を移動しているときも、瓦燥の撤去工場が解体されていたり、堤防
が建設されていたりと、徐々に復興が進んでいる様子が感じられた。たった2度の訪問は継続
と言うにはあまりにお粗末なものであるかもしれない。しかし、そのたった2自の中でも確実
に町は変化しており、気づくこともできる。たった 1年で人や町は大きく変化するのである。
特に、今回ヒアリング調査に協力してくれた中学生としづ時期は、 1年間でさらに大きく変化
するだろう。彼ら・彼女らが今後どんな力をつけ、いろいろなことを吸収して成長するのか、
できることならばまた来年度も話を開いてみたい。
土曜日の会のメンバーで、普門寺の住職である坂野文俊さんも、継続して訪れることの重要
性について述べていた。坂野住職は「継続して来てくれることによって信頼関係を築いていく
と、今まで出さなかった部分や、見えていなかった部分が見えてくるJとおっしゃっていた。
フィーノレドワークにおいて、これで十分というものはなく、繰り返し訪れ、地域に深く入って
いくにつれて、さらに新しいものに気づくことができるのだろうと感じた。
一方で、震災の恐ろしさを伝え続ける旧中浜小学校、町のために放送しているりんごラジオ
など、変わらない部分、変わらないでいてほしい部分というものもあった。変わってして部分
だけに目を向けるのではなく、変わらない部分にも着目していく必要性もあるだろう。「変わっ
たものjへの評価はもちろん、町の人々にとっては毎日当たり前のように存在している「変わ
らないものJに対して再評価するとしづ役割を、外部から訪れる我々学生は担うことができる
かもしれない。
1年ぶりに訪れた山元町で、は、前回にも増して多くのことを学ぶことができた。これからも
継続して山元町を訪問し、さらに深く地域の人々と関わっていきたいと思うとともに、山元町
の方にも関わって良かったと思えるような活動にしていきたいと思う。
(藤田悠佑)
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